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を活用して、運転操作の支援による処理水質の安定

化と維持管理コストの低減効果を、広島市西部水資

源再生センター、船橋市高瀬下水処理場において実

証する。（図-2） 

(3)AIを用いた分流式下水道の雨天時浸入水対策支

援技術 

本技術は、分流式下水処理場の雨天時浸入水に起

因する処理水量増加に対応する最適な運転操作の実

現を目指すものである。具体的には、AIを活用して

流入水量や熟練技術者の運転ノウハウ等を学習し、

雨天時のポンプ等の運転操作を支援する技術につい

て、運転操作の負担低減、放流水質の確保、溢水リ

スク低減効果を、愛知県衣浦西部浄化センターにお

いて実証する。（図-3） 

 

３．成果の活用及び今後の展開 

今後、実証研究の成果に基づき、有識者や地方公

共団体の意見も踏まえた上で、技術毎にガイドライ

ンとしてとりまとめることとしている。ガイドライ

ンの標準的な構成は以下のとおりである。 
 

表 ガイドラインの構成 

第1章 総則 目的、適用範囲、用語の定義 

第2章 技術の概要 技術の特徴、適用条件、評価結果 

第3章 導入検討 導入検討手法、導入効果検討例 

第4章 計画・設計 導入計画、設計 

第5章 維持管理 点検項目、頻度等 

資料編 実証結果、ケーススタディ等 

 

また、国総研では、ガイドライン説明会を開催す

る等を通じて革新的技術の普及展開に努めている。

2021年5月までに、実規模実証事業として52技術を採

択し、35のガイドラインを公表し、導入されたB-DASH

技術は13技術140件に及んでいる。更なる普及展開の

ために、国土交通省下水道部とも連携し、「B-DASH

技術を踏まえたエネルギー性能指標の設定、交付金

要件化」、「実証研究後の自主研究のフォローアッ

プを通じたガイドラインの改善」、「コスト計算ツ

ールの作成」等の取組みを行っている。今後も、新

技術の実証に取り組んでいくとともに、普及展開に

努めていく所存である。 

☞詳細情報はこちら 

【参考】各種ガイドライン掲載 

 

 

 

http://www.nilim.go.jp/lab/ecg/bdash/bdash.htm  

【参考】B-DASH技術適用表等掲載 

 

 

 

https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/miz

ukokudo_sewerage_tk_000450.html  

 

図-2 技術の概要（AIによる運転操作支援） 

 

図-3 技術の概要（雨天時における対策支援） 
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１．はじめに 

国土交通省では、全国道路・街路交通情勢調査（以

下、｢センサス｣という）により、OD交通量を把握し

ているが、当該調査は概ね5年に1度のサンプル調査

である。そのため、国総研では、任意の日の確から

しいOD交通量の把握を目的として、容易に実測可能

な道路の断面交通量から遡ってOD交通量を推定する

OD交通量逆推定手法の開発に取り組んでいる。これ

により、季節や曜日の違いによる交通需要の変動を

捉えた的確な道路交通マネジメントが可能になると

期待される。しかし、既往研究では、センサスによ

る全ての観測断面交通量が利用できることを前提と

したものである。これに対し、任意の日のOD交通量

を把握するためには、断面交通量の観測箇所が、ト

ラフィックカウンター等設置箇所に限定されること

を踏まえ、OD交通量逆推定手法に適用する断面交通

量の観測箇所数が少ない場合においても、精度よく

OD交通量を推定できるか確認する必要がある。本研

究では、OD交通量逆推定手法への観測断面交通量の

適用箇所数を削減した複数のケースついて検討を行

い、その結果を述べる。 

 

２．ＯＤ交通量逆推定手法の概要 

日別OD交通量逆推定手法のモデル式を式(1)に示

す。断面交通量の残差平方和と発生交通量の残差平

方和を最小化するモデルであり、未知変数として各

ゾーンの発生交通量を推定する。重みは誤差論に基

づき、それぞれ分散の逆数としている。第2項の重み

は、センサスのOD調査において発生交通量の調査精

度を「発生交通量の相対誤差が、信頼度95％で相対

誤差率20％以内」とされていることに鑑み、正規分

布を仮定した場合の分散の逆数としている。 

1
(0.1/1.96)2 ∑ (𝑣𝑣𝑣𝑣𝑎𝑎𝑎𝑎∗)2𝑎𝑎𝑎𝑎

∑ ∑ ∑ (�̂�𝑂𝑂𝑂𝑖𝑖𝑖𝑖𝑚𝑚𝑚𝑚𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑃𝑃𝑃𝑃𝑎𝑎𝑎𝑎𝑎𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖 − 𝑣𝑣𝑣𝑣𝑎𝑎𝑎𝑎∗)
2

𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑎𝑎𝑎𝑎  

+
1

(0.2/1.96)2 ∑ (𝑂𝑂𝑂𝑂𝑖𝑖𝑖𝑖∗)2𝑖𝑖𝑖𝑖
∑ (�̂�𝑂𝑂𝑂𝑖𝑖𝑖𝑖 − �̂�𝑂𝑂𝑂𝑜𝑜𝑜𝑜𝑖𝑖𝑖𝑖∗)

2

𝑖𝑖𝑖𝑖
→ 𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀 

𝑠𝑠𝑠𝑠. 𝑠𝑠𝑠𝑠.  (1/1.2)𝑂𝑂𝑂𝑂𝑖𝑖𝑖𝑖∗ ≤ �̂�𝑂𝑂𝑂𝑖𝑖𝑖𝑖 ≤ (1/0.8)𝑂𝑂𝑂𝑂𝑖𝑖𝑖𝑖∗ 
 

𝑃𝑃𝑃𝑃𝑎𝑎𝑎𝑎𝑎𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖：OD交通量 ij のリンクaの利用率 

𝑚𝑚𝑚𝑚𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖： ij 間の目的地選択率 

𝑣𝑣𝑣𝑣𝑎𝑎𝑎𝑎∗：リンクaの観測断面交通量 

�̂�𝑂𝑂𝑂𝑖𝑖𝑖𝑖：発生交通量（未知変数） 

�̂�𝑂𝑂𝑂：総発生交通量（�̂�𝑂𝑂𝑂 = ∑ �̂�𝑂𝑂𝑂𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖 ） 

𝑜𝑜𝑜𝑜𝑖𝑖𝑖𝑖∗：既存データによる発生交通量比率（= 𝑂𝑂𝑂𝑂𝑖𝑖𝑖𝑖∗/𝑂𝑂𝑂𝑂∗） 

𝑂𝑂𝑂𝑂𝑖𝑖𝑖𝑖∗：既存データの発生交通量 

𝑂𝑂𝑂𝑂∗：既存データの総発生交通量 
 

本研究では、リンク利用率にETC2.0プローブ情報

を適用しており、OD毎、リンク毎の取得率の違いに

応じ、リンク利用率を成長率法で補正する手法を採

用しており、次の2つのステップよりなる。 

・ステップ 1：ETC2.0プローブ情報の OD毎、リンク

毎の取得率の違いに応じた補正（図-1） 
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図-1 リンク利用率補正手法 

①

各行の和 収束

各列の和

収束

② 列和ベクトル
（観測リンクごとの2.0サンプル交通量の総和）

③

収束させるターゲットベクトル（観測リンク交通量）

④行和ベクトル（ODペアごとの
2.0サンプル交通量の総和）

⑤収束させる
ターゲットベクトル

⑦

（ ：拡大後）

：既存OD交通量（センサスデータ）
：ETC2.0サンプルOD交通量

δ：総和を列和（ΣKn）と同じ値とする
ための調整係数（全ODで同じ値）

⑥ 行和×OD拡大率

各行の和 OD拡大率

ETC2.0のサンプル交通量
を要素とする行列

ODごとの取得率の
違いに応じた補正

リンクごとの取得率の
違いに応じた補正

リンク利用率

ODペア 観測リンク

成長率法（フレーター法）
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・ステップ 2：経路選択率（OD間の各経路交通量を

OD交通量で割った値）の和を 1.0とする処理 

 

３．入力断面箇所数の相違による推定結果の検証 

(1) 検証方法 

日別OD交通量逆推定モデルの入力データを示す

（表-1）。常時観測体制では、観測断面交通量を取

得できる地点数は、トラフィックカウンター等が設

置された地点に限られることから、一般道路におい

て、平成27年度のセンサスの観測地点数よりも減少

する。これを想定して入力地点数が異なる複数のケ

ースの設定を行った。リンク利用率は入力可能箇所

を全て入力するケース0（基本ケース）を対象に、前

述のリンク利用率の補正手法を適用して算定する。 

(2) 検証結果 

①推定結果 

近畿地方全体のケース0～3の推定結果を表-2に示

す。ケース1･2は、入力断面箇所を無作為に削減した

ケースであり、ケース3は現時点で利用可能な全ての

常時観測箇所を用いることを想定したケースである。 

ケース0と比較したケース1･2の推定発生交通量

の%RMSは、3.8%以下であった。一方、ケース3は6.4%

と、ケース0～2と比較してやや大きい程度であった。

断面交通量の%RMSも同様の傾向であり、ケース3はケ

ース0～2と比較してやや大きいものの、%RMSの値に

大きな差はなく、推定精度に大きな違いはなかった。 

②発生交通量の増減傾向 

近畿地方の各地域に着目して、ケース3の各ゾーン

の推定発生交通量の増減傾向について、ケース0との

比較を示す（図-2）。発生交通量が低く推定される

地域が、郊外部を中心に確認された。原因として、

入力値のリンク利用率の補正が十分でないことが考

えられる。リンク利用率に適用したETC2.0プローブ

情報は高速道路・直轄国道に設置された経路情報収

集装置を通じてデータを収集している。これらの地

域では高速道路・直轄国道のネットワークが疎であ

るため、補正に適用するETC2.0プローブ情報が不足

し、リンク利用率が正しく補正できていないことが

要因と考えられる。 

 
図-2 ケース0とケース3の推定発生交通量の比較 

 

４．おわりに 

本研究では、入力地点数が異なる複数のケースを

設定し、OD交通量逆推定結果の安定性を検証した。

現在実現可能な常時観測体制を想定したケース3の

推定精度は、近畿地方全体では他ケースと比較して

大きな差は認めらなかった。一方、各地域に着目す

ると、精度の低い地域があり、リンク利用率の補正

方法の改良が必要と考えられる。また、現在取り組

みを進めているCCTVカメラ(AI解析)による一般道に

おける交通量の常時観測箇所数が増えることで、推

定精度の向上が一定程度期待出来る。 

☞詳細情報はこちら 

1) 第64回土木計画学研究・講演集 (21-09) 

OD交通量逆推定手法の観測地点の相違による推定結

果の安定性検証 

ケース3
（高速＋一般(常観地点)）

（ケース3/ケース0）

表-1 入力データ 

対象地域 発生交通量
目的地選択

確率
リンク利用率

観測断面

交通量

近畿地方

（896ゾーン）

平成27年度

情勢調査によ

るOD交通量

から算出

平成27年度

情勢調査によ

るOD交通量

から算出

ETC2.0の経路情報

から算出したリン

ク利用率を、成長

率法で補正

平成27年度

情勢調査によ

る交通量調査

結果を適用

表-2 推定結果 

ケース
観測交通量の
入力断面箇所数

発生交通量 断面交通量
（高速+一般）

交通量
(十万台)

％RMS
(ケース0
と比較)

交通量
（十万台）

％RMS

センサスで
得られた値

147 490

ケース0
基本ケース

合計：2,264
一般：1,770 高速：494

145 482 18.1%

ケース1
一般40%減

合計：1,556
一般：1,062 高速：494

144 3.1% 478 18.3%

ケース2
一般60%減

合計：1,202
一般： 708 高速：494

143 3.8% 476 18.3%

ケース3
高速+一般(常観)

合計： 510
一般： 32 高速：478

141 6.4% 469 18.9%
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